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実に支援活動を実践している ODOP 活動に関して、その一部を紹介する。注 2） 
 米坂氏が現在活動している「ODOP（一郡一品運動）」は、1980 年に我が国の大分県で始まっ

















































































































注 2） 詳しい活動に関しては、IC NET 社の HOME PAGE を参照。http://www.icnet.co.jp/ 
注 3） ODOP とは、ラオス南部 2 県で JICA 時代の米坂浩昭氏達によって 2009 年から 3 年間、JICA の
PROJECT として導入された。ラオスにおける ODOP は最初サバナケット県とサラワン県の 2 県を
対象に実施された。その後 ODOP は第二のステップとしてチャンパサック県、セコン県、アタプー
県を含む南部 5 県に拡大して実施され、今日も活動を継続している。ODOP の活動目的はユニーク
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